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市民の皆さん市民の皆さん 
3,8323,832人に人に 
聞きました聞きました 

市民の皆さん 
3,832人に 
聞きました 

あなたの声をまちづくりに あなたの声をまちづくりに 
第4242回市政に回市政に関する世論調査関する世論調査 第42回市政に関する世論調査 

｢市政に関する世論調査｣は、市民の皆さんが市

政や生活環境についてどのように考え、何を望ん

でいるのかを把握し、これからの市の施策に役立

てるために、毎年実施しています。今回は、その

主な結果をお知らせします。

調査に当たっては、多くの皆さんにご協力をい

ただき、ありがとうございました。

市に対する感じ方

好き好き 
42.042.0％ 

どちらかとどちらかと 
いえばいえば 
好き好き 
47.447.4％ 

好き 
42.0％ 

どちらかと 
いえば 
好き 
47.4％ 

どちらかと 
いえば 
嫌い 
6.9％ 

嫌い 
1.2％ 

無回答 
2.5％ 

質問 宇都宮市を好きですか。それとも嫌いですか。

好きな理由（上位5項目） 嫌いな理由（上位5項目）

好き／どちらかといえば好き
89.4％

嫌い／どちらかといえば嫌い
8.1％

性・年齢別では、「好き」は女性の60歳代と70歳以

上で5割を超え、男性の40歳代～60歳代と、女性20

歳代で4割を超えています。

居住年数別では、「好き」は居住年数が長いほど高

くなっており、〈出生時から住んでいる〉では5割を超

え、〈5年未満〉と〈5年以上～10年未満〉では2割台前

半となっています。

※3つまで選択 ※3つまで選択



▽
対
象
　
満
20
〜
79
歳
の
市
民

の
皆
さ
ん
、
３
８
３
２
人
。
住
民

基
本
台
帳
か
ら
、
100
分
の
１
の
割

合
で
無
作
為
に
抽
出
。

▽
調
査
方
法
　
郵
送
。

▽
調
査
期
間
　
７
月
６
〜
24
日
。

▽
有
効
回
収
数
・
率
　
２
３
４
６

件
・
61.2
％
。

▽
調
査
項
目
　
「
市
に
対
す
る
感

じ
方
」「
行
政
改
革
の
取
り
組
み
」

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
」「
広

報
媒
体
の
活
用
状
況
」
「
男
女
共

同
参
画
」
「
自
転
車
の
利
用
」
な

ど
。項

目
別
集
計
の
ほ
か
、
性
別
・

年
齢
別
・
職
業
別
・
家
族
構
成

別
・
居
住
年
数
別
・
居
住
地
域
別

な
ど
、
細
か
な
分
析
を
実
施
。

ま
た
、
市
の
基
本
施
策
の
満
足

度
な
ど
を
調
査
し
た
「
市
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
の
意
識
」
の
分
析

を
併
せ
て
実
施
。

▽
そ
の
他
　
回
答
の
比
率
（
％
）

は
、
小
数
点
第
２
位
を
四
捨
五
入

し
、
小
数
点
第
１
位
ま
で
表
示
し

て
い
る
た
め
、
設
問
に
よ
っ
て
は

数
値
の
合
計
が
100
％
に
な
ら
な
い

も
の
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
複
数

回
答
の
設
問
に
つ
い
て
は
、
100
％

を
超
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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市の取り組みについての意識

質問 あなたは、現在の宇都宮市の取り組みについて、どのように感じていますか。
それぞれの質問ごとに最も当てはまるものを1～5から選んでください。1.そう思う　2.どちらかという
とそう思う　3.どちらかというとそう思わない　4.そう思わない　5.わからない

満足度（そう思う、どちらかというとそう思う）の合計

本市のまちづくりの指針である「第5次宇都宮市総

合計画」に掲げる25項目の施策について、その満足

度を聞きました。

「上下水道サービスの質を高める」、「良好な水と

緑の環境を創出する」、「快適な住環境を創出する」

が6割を超えています。また、これらに続く、「保

健・医療サービスの質を高める」、「高度情報化の恩

恵を享受できる環境づくりを推進する」などを含め

た上位7項目は、平成20年度と同じです。

特
集
3

世
論
調
査
の

方
法
と
調
査
項
目
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◎調査結果は、行政情報センターまたは市ホームページで 市政に関する世論調査の細かい内容や結果、
分析をまとめた「市政に関する世論調査報告書」は、行政情報センター（市役所1階）または市ホームペ
ージでご覧になれます。Á広報広聴課1(632)2022
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質問 市のここ数年間の行政改革の取り組みで、
評価できるものは何ですか（3つまで）。

質問 これまでの市の行政改革の取り組みについて、
どのように思いますか。

行政改革の取り組み

質問 インターネットを利用するときの主な環境
（使用機器）はどれですか（いくつでも）。

質問 インターネットを利用した市のサービスで、利用
したことのあるものはどれですか（インターネッ
ト利用者のみ対象、いくつでも）。（上位10項目）

インターネットの利用

質問 どの程度「広報うつのみや」を読んでいますか。

広報媒体の活用状況

ここ数年間の行政改革の取り組みで評価できるものは、
「窓口のサービスを向上する」が3割台半ばで最も高く、
続いて「職員数を減らす」「市民の声を市政に反映する」
がともに2割を超えています。
これまでの市の行政改革の取り組みについては、「よく

やっている」「まあまあよくやっている」の合計が2割強
となっており、「努力が足りない」「やや努力が足りない」
の合計が2割弱となっています。また、「普通」が4割とな
っています。

主なインターネットの利用環境は、「携帯電話」
が3割近くで最も高く、男女とも20歳代で5割を
超えています。
「広報うつのみや」を「くわしく読む」「ざっ

と読む」「関心のあるところだけ読む」を合わせ
た「読む」の合計は8割を超えています。

窓口のサービスを向上する 

職員数を減らす 

35.4％ 

22.1％ 

22.0％ 

18.2％ 

15.1％ 

13.2％ 

11.6％ 

9.9％ 

9.3％ 

6.9％ 

5.0％ 

0.9％ 

21.1％ 

市民の声を市政に反映する 

民間に仕事を委託する 
 身近な問題は地域（自治会など）が自主的 

・自発的に解決できるように支援し、 
解決が困難な場合には行政が行うなど、 

市民と行政の役割を明確にする 

仕事の内容を積極的に公開する 

施設を利用しやすくする 

市の出資法人（外郭団体）を合理化する 

職員の給料を見直す 

仕事の進め方を効率的にする 

職員の能力を高める 

その他 

無回答 

まあまあよくまあまあよく 
やっているやっている 
19.319.3％ 

普通普通 
40.040.0％ 

まあまあよく 
やっている 
19.3％ 

よくやっている 
4.4％ 

普通 
40.0％ 

やや努力が 
足りない 
11.5％ 

努力が 
足りない 
7.7％ 

わからない 
12.7％ 

無回答 
4.4％ 

携帯電話 27.7％ 

家庭にある光ファイバーに接続されたパソコン 25.7％ 

家庭にあるADSLやケーブルテレビ 
に接続されたパソコン 

19.4％ 

職場（学校）にあるパソコン 
 

17.1％ 
家庭にある電話回線を通じた 

ISDNなどに接続されたパソコン 
 

10.9％ 

公共施設に設置されている公共情報端末 2.3％ 

インターネットカフェなど 
 

2.1％ 

その他 
 
0.4％ 

インターネットは利用していない 
 

27.2％ 

無回答 4.9％ 

無回答 1.5％ 

くわしく読む 
14.7％ 

ざっと読む 
39.6％ 

関心のあるところだけを読む 
26.6％ 

広報紙が届いてい 
ないので読まない 

5.7％ 

あまり読まない 8.9％ 

広報紙は届いて 
いるが読まない 

3.0％ 

市ホームページのお知らせや案内 39.2％ 

市図書館蔵書検索システム 13.6％ 
メール配信サービス 

（不審者情報、消防出動情報） 8.7％ 

市公共施設案内地図システム 7.4％ 

携帯電話で見られる行政情報 6.5％ 

市生涯学習情報システム（マナビス） 4.8％ 
市公共施設予約システム 
（空き状況の照会を含む） 4.5％ 

市統計データバンク 2.3％ 

本会議の生中継、録画映像の閲覧 2.3％ 

宮カフェ（宇都宮プライド公式ホームページ） 2.0％ 
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◎この特集についての意見や問い合わせは、広報広聴課1(632)2022へ。
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集
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男女共同参画

質問 現在、家庭生活で男女の地位は平等になって
いると思いますか。

質問 生活の中で、仕事・家事(育児)・プライベートな時間(趣味など)のうち、何を優先しますか。

質問 自転車を主にどのようなときに利用しますか。 質問 宇都宮市は、自転車を使いやすい街だと思いますか。

自転車の利用

質問 どうすれば、より自転車を使いやすい街になる
と思いますか（3つまで）。（上位5項目）

家庭生活での男女の地位について聞いたところ、
「男性の方が非常に優遇されている」「どちらかとい
えば男性の方が優遇されている」を合わせた「男性
優遇」の合計は5割を超えており、女性50歳代で最も
高く、7割近くとなっています。また、「平等になっ
ている」は3割台半ばとなっています。
仕事・家事・プライベートな時間のうち、生活の

中で優先するものは、【理想】では「プライベートな
時間」が3割近くで最も高く、次いで「仕事・家事・
プライベートな時間すべて」が2割を超えています。
【現実】では「仕事」が4割近くで最も高くなってい
ます。

自転車を主にどのようなときに利用するか聞いた

ところ、「買い物など日常生活での移動」が3割台半

ばで最も高く、特に、女性60歳代では5割を超えてい

ます。

宇都宮市は自転車を使いやすい街かどうかという

質問では、「そう思う」「ややそう思う」を合わせた

「使いやすい」の合計が約3割、「そうは思わない」が

6割近くとなっています。

無回答 3.6％ 

男性の方が 
非常に優遇 
されている 
6.4％ 

女性の方が 
非常に優遇 
されている 
1.5％ 

平等になっている 
35.6％ 

どちらかといえば 
男性の方が優遇 
されている 
44.6％ 

どちらかといえば 
女性の方が優遇 
されている 
8.2％ 

仕事 4.2％ 無回答 8.6％ 

家事 5.8％ 

プライベートな 
時間 29.0％ 

仕事と家事 4.2％ 

仕事とプライベート 
な時間 11.5％ 

家事とプライベート 
な時間 14.7％ 

仕事・家事・ 
プライベート 
な時間 

すべて 22.0％ 理想 

仕事 38.7％ 

無回答 4.1％ 

家事 15.4％ 
プライベートな 
時間 5.1％ 

仕事と家事 15.6％ 

仕事とプライベート 
な時間 8.0％ 

家事とプライベート 
な時間 7.6％ 

仕事・家事・ 
プライベート 

な時間すべて 5.5％ 

現実 

通勤・通学 10.4％ 

仕事中 1.9％ 

買い物など日常 
生活での移動 
36.5％ 

無回答 1.3％ 

通院 0.7％ 余暇・スポーツ 7.4％ 

その他 1.7％ 

利用しない 
40.1％ 

自転車専用レーンなどを 
整備する 

 

道路の段差を解消する 
 

64.4%

50.5%

28.4%

27.4%

21.6%

郊外の駅やバス停付近に 
駐輪場を整備する 

 

中心部に駐輪場を整備する 
 

放置自転車の撤去や 
指導を強化する 

無回答 2.3％ そう思う 5.9％ 

ややそう思う 
23.7％ 

そうは思わない 
57.0％ 

わからない 
11.2％ 


